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〔Ｅ０１０〕  防 護 柵 基 本  

    この調査表は、防護柵に関する基本的データを登録するためのものである。 

１．一般的注意事項 

（１）デ－タは次の単位で作成する。 

○  都道府県市区町村毎とする。注１） 

○  路線毎とする。 

○  防護柵設置箇所毎とする。 注２） 

○  防護柵種別毎とする。 

注１）市区町村の境界が不明確な場合や市区町村境と管轄境界が一致しない場合には、担

当部署や関連する事務所及び出張所間で協議してデ－タを作成すること。 

注２）データの作成単位として、防護柵設置箇所毎としているが、ある区間で防護柵種別

が同一でありながら歩道乗り入れ等で寸断されている場合については、寸断されてい

る単位毎にデータを作成しても良いが、防護柵管理図等図面１枚単位毎にまとめてデ

ータの作成を行っても良い。 

ただし、この場合、関連部署との協議を行う必要がある。 

（２）防護柵に関する写真・図面類については「E011防護柵図面類」にて作成する。 

（３）防護柵に関する補修履歴等については「E012防護柵補修歴」にて作成する。 

 

２．記入事項 

（１）工事番号 

（２）工事区分Ｃ 

（３）施設対応番号 

（Ｃ）地整Ｃ 

（Ｄ）事務所Ｃ 

（Ｅ）出張所Ｃ 

（Ｆ）路線 

（Ｇ）現旧区分Ｃ 

（Ｈ）整理番号１ 
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（Ｉ）整理番号２ 

（Ｊ）整理番号３ 

（Ｎ）補助番号 

上記（１）、（２）、（３）、（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）、（Ｈ）、（Ｉ）、

（Ｊ）、（Ｎ）の記入方法については、「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通

編），§1．共通注意事項」を参照のこと。 

（Ｐ）市区町村Ｃ：◆ 

該当する区間の市区町村名のコードを記入する。使用するコードは「全国市町村要覧」を参照

し、「都道府県市区町村コード」を記入する。 

（記入例）  茨城県鹿島郡旭村の場合  ―――＞  コード：０８４０１ 

（検査数字は含まない） 

なお、行政境界線に沿って道路が設けられている場合、当該道路の属する区域は次のとおりと

する。  

１．行政境界線が管理者境界にあたる場合には、該当道路の管理者側の地名を記入する。 

（山形県管理の場合）  山形県遊佐町    ―――＞ コード：０６４６１ 

（検査数字は含まない） 

（秋田県管理の場合）  秋田県象潟町    ―――＞ コード：０５４０３ 

（検査数字は含まない） 

 　秋田県象潟町   ０   5   ４  ０   3
                                    

  　山形県遊佐町   ０  ６   4   ６   1

  起点 　 　  終点

行政境界線
(都道府県境 )

 

２．行政境界線が同一管理区域内の境界にあたる場合には、起点から終点に向かって左側の地

名を記入する。 

（Ｓ）名称 

該当する防護柵の名称を、１０文字以内の日本語（漢字、ひらがな、カタカナ及び英数字）で

記入する。名称がない場合は、設置箇所の地先名等を記入する。 

（Ｔ）百米標自（㎞） 

該当する区間の距離標（百米標）を記入する。記入方法については、「道路施設基本データ作

成入力書式マニュアル（共通編），§1．共通注意事項」を参照のこと。 

（Ｕ）距離自（ｍ） 

該当する区間の距離標（百米標）からの距離を記入する。記入方法については、「道路施設基
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本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．共通注意事項」を参照のこと。 

（Ｖ）百米標至（㎞） 

該当する区間の距離標（百米標）を記入する。記入方法については、「道路施設基本データ作

成入力書式マニュアル（共通編），§1．共通注意事項」を参照のこと。 

（Ｗ）距離至（ｍ） 

該当する区間の距離標（百米標）からの距離を記入する。記入方法については、「道路施設基

本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．共通注意事項」を参照のこと。 

（Ｚ）施設完成年度 

施設が完成した年度を記入する。（年は和暦を記入） 

年号コードについては、「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．共

通注意事項」を参照のこと。 

（記入例） 昭和６１年   ―――＞   ３６１ 
↑ 

年号コード（３：昭和） 

（AA）施設改修年度 

施設を改修した年度を記入する。（年は和暦を記入） 

年号コードについては、「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．共

通注意事項」を参照のこと。施設の改修がなされていない場合は‘＊’を記入する。 

（記入例） 平成 ５年   ―――＞   ４０５ 
↑ 

年号コード（４：平成） 

（AB）上り下り区分Ｃ：◆ 

上り・下り区分について、該当するコ－ドを記入する。 

区   分 コ－ド 

上下線共通 

上  り  線 

下  り  線 

０ 

１ 

２ 
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（AD）設置箇所Ｃ：◆ 

防護柵の設置箇所について、該当するコ－ドを記入する。 

区   分 コ－ド 区   分 コ－ド 

独立専用自歩道 

路     側 

中 央 分 離 帯 

歩 道 等 

橋     梁 

０ 

１ 

２ 

３ 

４ 

高 架 橋 

歩道車道側 

歩道路肩側 

橋側歩道橋 

そ の 他 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車道

路肩

歩道

路肩

｢6:歩道車道側｣｢7:歩道路肩側｣

注）｢３：歩道等」のコードについては使用しない 
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（AF）防護柵種別Ｃ：◆ 

防護柵種別について、表－Ａから該当するコ－ドを記入する。 

表－Ａ 防護柵種別コード（その１／３） 

区　　分 コード 区　　分 コード

路 Ａ Ｇｒ－Ａ－４Ｅ １０１ 路 Ｂ Ｇｒ－Ｂ２－４Ｅ ６３９ 注）

側 Ｇｒ－Ａ－２Ｂ １０２ 側 Ｇｒ－Ｂ３－３Ｅ ６４０

用 Ｇｃ－Ａ－６Ｅ １０３ 用 Ｇｒ－Ｂ４－２Ｅ ６４１

Ｇｃ－Ａ－４Ｂ １０４ Ｇｒ－Ｂ２－２Ｂ ６４２

Ｇａ－Ａ－４Ｅ １０５ Ｇｒ－Ｂ３－２Ｂ ６４３

Ｇａ－Ａ－２Ｂ １０６ Ｇｒ－Ｂ４－２Ｂ ６４４

Ｇｒ－Ａ－３Ｅ １０７ Ｇｃ－Ｂ２－６Ｅ ６４５

Ｇｒ－Ａ－３Ｂ １０８ Ｇｃ－Ｂ３－５Ｅ ６４６

Ｇｐ－Ａ－３Ｅ ６０１ Ｇｃ－Ｂ４－４Ｅ ６４７

Ｇｐ－Ａ－３Ｅ２ ６０２ Ｇｃ－Ｂ５－３Ｅ ６４８

Ｇｐ－Ａ－２Ｂ ６０３ Ｇｃ－Ｂ２－４Ｂ ６４９

Ｇｐ－Ａ－２Ｂ２ ６０４ Ｇｃ－Ｂ３－４Ｂ ６５０

Ｇｒ－Ａ２－４Ｅ ６０５ Ｇｃ－Ｂ４－４Ｂ ６５１

Ｇｒ－Ａ３－３Ｅ ６０６ Ｇｃ－Ｂ５－３Ｂ ６５２

Ｇｒ－Ａ４－２Ｅ ６０７ Ｇｐ－Ｂ１－２Ｅ ６５３

Ｇｒ－Ａ５－２Ｅ ６０８ Ｇｐ－Ｂ２－１Ｅ ６５４

Ｇｒ－Ａ２－２Ｂ ６０９ Ｇｐ－Ｂ１－２Ｅ２ ６５５

Ｇｒ－Ａ３－２Ｂ ６１０ Ｇｐ－Ｂ２－1.5Ｅ２ ６５６

Ｇｒ－Ａ４－２Ｂ ６１１ Ｇｐ－Ｂ２－2.5Ｅ３ ６５７

Ｇｒ－Ａ５－２Ｂ ６１２ Ｇｐ－Ｂ３－２Ｅ３ ６５８

Ｇｃ－Ａ２－６Ｅ ６１３ Ｇｐ－Ｂ２－2.5Ｅ４ ６５９

Ｇｃ－Ａ３－５Ｅ ６１４ Ｇｐ－Ｂ３－２Ｅ４ ６６０

Ｇｃ－Ａ４－４Ｅ ６１５ Ｇｐ－Ｂ１－２Ｂ ６６１

Ｇｃ－Ａ５－３Ｅ ６１６ Ｇｐ－Ｂ２－１Ｂ ６６２

Ｇｃ－Ａ２－４Ｂ ６１７ Ｇｐ－Ｂ１－２Ｂ２ ６６３

Ｇｃ－Ａ３－４Ｂ ６１８ Ｇｐ－Ｂ２－1.5Ｂ２ ６６４

Ｇｃ－Ａ４－４Ｂ ６１９ Ｇｐ－Ｂ２－２Ｂ３ ６６５

Ｇｃ－Ａ５－３Ｂ ６２０ Ｇｐ－Ｂ３－２Ｂ３ ６６６

Ｇｐ－Ａ１－２Ｅ ６２１ Ｇｐ－Ｂ２－２Ｂ４ ６６７

Ｇｐ－Ａ２－１Ｅ ６２２ Ｇｐ－Ｂ３－２Ｂ４ ６６８

Ｇｐ－Ａ１－２Ｅ２ ６２３ Ｃ Ｇｒ－Ｃ－４Ｅ １２１

Ｇｐ－Ａ２－1.5Ｅ２ ６２４ Ｇｒ－Ｃ－２Ｂ １２２

Ｇｐ－Ａ１－２Ｂ ６２５ Ｇｃ－Ｃ－６Ｅ １２３

Ｇｐ－Ａ２－１Ｂ ６２６ Ｇｃ－Ｃ－４Ｂ １２４

Ｇｐ－Ａ１－２Ｂ２ ６２７ Ｇａ－Ｃ－４Ｅ １２５

Ｇｐ－Ａ２－1.5Ｂ２ ６２８ Ｇａ－Ｃ－２Ｂ １２６

Ｂ Ｇｒ－Ｂ－４Ｅ １１２ Ｇｒ－Ｃ－３Ｅ １２７

Ｇｒ－Ｂ－２Ｂ １１３ Ｇｒ－Ｃ－３Ｂ １２８

Ｇｃ－Ｂ－６Ｅ １１４ Ｇｒ－Ｃ－４Ｅ２ ６７１

Ｇｃ－Ｂ－４Ｂ １１５ Ｇｒ－Ｃ－２Ｂ２ ６７２

Ｇａ－Ｂ－４Ｅ １１６ Ｇｐ－Ｃ－３Ｅ ６７３

Ｇａ－Ｂ－２Ｂ １１７ Ｇｐ－Ｃ－３Ｅ２ ６７４

Ｇｒ－Ｂ－３Ｅ １１８ Ｇｐ－Ｃ－２Ｂ ６７５

Ｇｒ－Ｂ－３Ｂ １１９ Ｇｐ－Ｃ－２Ｂ２ ６７６

Ｇｐ－Ｂ－３Ｅ ６３１ Ｇｒ－Ｃ２－３Ｅ ６７７

Ｇｐ－Ｂ－３Ｅ２ ６３２ Ｇｒ－Ｃ３－２Ｅ ６７８

Ｇｐ－Ｂ－３Ｅ３ ６３３ Ｇｒ－Ｃ２－２Ｂ ６７９

Ｇｐ－Ｂ－３Ｅ４ ６３４ Ｇｒ－Ｃ３－２Ｂ ６８０

Ｇｐ－Ｂ－２Ｂ ６３５ Ｇｃ－Ｃ２－６Ｅ ６８１

Ｇｐ－Ｂ－２Ｂ２ ６３６ Ｇｃ－Ｃ３－５Ｅ ６８２

Ｇｐ－Ｂ－２Ｂ３ ６３７ Ｇｃ－Ｃ４－４Ｅ ６８３

Ｇｐ－Ｂ－２Ｂ４ ６３８ Ｇｃ－Ｃ５－３Ｅ ６８４  
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表－Ａ 防護柵種別コード（その２／３） 

区　　分 コード 区　　分 コード

路 Ｃ Ｇｃ－Ｃ２－４Ｂ ６８５ 路 ＳＣ Ｇｒ－ＳＣ３－３Ｅ ６Ｆ６

側 Ｇｃ－Ｃ３－４Ｂ ６８６ 側 Ｇｒ－ＳＣ４－２Ｅ ６Ｆ７

用 Ｇｃ－Ｃ４－４Ｂ ６８７ 用 Ｇｒ－ＳＣ５－２Ｅ ６Ｆ８

Ｇｃ－Ｃ５－３Ｂ ６８８ Ｇｒ－ＳＣ２－２Ｂ ６Ｆ９

Ｇｐ－Ｃ１－1.5Ｅ ６８９ Ｇｒ－ＳＣ３－２Ｂ ６Ｇ１

Ｇｐ－Ｃ２－１Ｅ ６９０ Ｇｒ－ＳＣ４－２Ｂ ６Ｇ２

Ｇｐ－Ｃ１－２Ｅ２ ６９１ Ｇｒ－ＳＣ５－２Ｂ ６Ｇ３

Ｇｐ－Ｃ２－1.5Ｅ２ ６９２ Ｇｐ－ＳＣ１－２Ｅ２ ６Ｇ４

Ｇｐ－Ｃ１－1.5Ｂ ６９３ Ｇｐ－ＳＣ２－1.5Ｅ２ ６Ｇ５

Ｇｐ－Ｃ２－１Ｂ ６９４ Ｇｐ－ＳＣ１－２Ｂ２ ６Ｇ６

Ｇｐ－Ｃ１－２Ｂ２ ６９５ Ｇｐ－ＳＣ２－1.5Ｂ２ ６Ｇ７

Ｇｐ－Ｃ２－1.5Ｂ２ ６９６ Ｒｒ－ＳＣ－ＦＥ ６Ｇ８

Ｓ Ｇｒ－Ｓ－２Ｅ １３１ Ｒｒ－ＳＣ－ＦＢ ６Ｇ９

Ｇｒ－Ｓ－１Ｂ １３２ Ｒｒ－ＳＣ－ＳＥ ６Ｈ１

Ｇｃ－Ｓ－４Ｅ １３３ Ｒｒ－ＳＣ－ＳＢ ６Ｈ２

Ｇｃ－Ｓ－２Ｂ １３４ Ｒｒ－ＳＣ－ＷＢ ６Ｈ３

Ｇｒ－Ｓ－３Ｅ １３５ Ｒｐ－ＳＣ－ＦＥ ６Ｈ４

Ｇｒ－Ｓ－３Ｂ １３６ Ｒｐ－ＳＣ－ＦＢ ６Ｈ５

ＳＡ Ｇｒ－ＳＡ－３Ｅ ６Ａ１ Ｒｐ－ＳＣ－ＳＥ ６Ｈ６

Ｇｒ－ＳＡ－1.5Ｂ ６Ａ２ Ｒｐ－ＳＣ－ＳＢ ６Ｈ７

Ｒｒ－ＳＡ－ＦＥ ６Ａ３ ＳＳ Ｇｒ－ＳＳ－２Ｅ ６Ｉ１

Ｒｒ－ＳＡ－ＦＢ ６Ａ４ Ｇｒ－ＳＳ－１Ｂ ６Ｉ２

Ｒｒ－ＳＡ－ＳＥ ６Ａ５ Ｒｒ－ＳＳ－ＦＥ ６Ｉ３

Ｒｒ－ＳＡ－ＳＢ ６Ａ６ Ｒｒ－ＳＳ－ＦＢ ６Ｉ４

Ｒｒ－ＳＡ－ＷＢ ６Ａ７ Ｒｒ－ＳＳ－ＳＥ ６Ｉ５

Ｒｐ－ＳＡ－ＦＥ ６Ａ８ Ｒｒ－ＳＳ－ＳＢ ６Ｉ６

Ｒｐ－ＳＡ－ＦＢ ６Ａ９ Ｒｒ－ＳＳ－ＷＢ ６Ｉ７

Ｒｐ－ＳＡ－ＳＥ ６Ｂ１ Ｒｐ－ＳＳ－ＦＥ ６Ｉ８

Ｒｐ－ＳＡ－ＳＢ ６Ｂ２ Ｒｐ－ＳＳ－ＦＢ ６Ｉ９

ＳＢ Ｇｒ－ＳＢ－２Ｅ ６Ｃ１ Ｒｐ－ＳＳ－ＳＥ ６Ｊ１

Ｇｒ－ＳＢ－１Ｂ ６Ｃ２ Ｒｐ－ＳＳ－ＳＢ ６Ｊ２

Ｇｒ－ＳＢ２－２Ｅ ６Ｃ３ 分 Ａｍ Ｇｒ－Ａｍ－４Ｅ ２０１

Ｇｒ－ＳＢ３－２Ｅ ６Ｃ４ 離 Ｇｒ－Ａｍ－２Ｂ ２０２

Ｇｒ－ＳＢ４－１Ｅ ６Ｃ５ 帯 Ｇｂ－Ａｍ－２Ｅ ２０３

Ｇｒ－ＳＢ５－１Ｅ ６Ｃ６ 用 Ｇｂ－Ａｍ－２Ｂ ２０４

Ｇｒ－ＳＢ２－１Ｂ ６Ｃ７ Ｇｃ－Ａｍ－６Ｅ ２０５

Ｇｒ－ＳＢ３－１Ｂ ６Ｃ８ Ｇｃ－Ａｍ－４Ｂ ２０６

Ｇｒ－ＳＢ４－１Ｂ ６Ｃ９ Ｇｒ－Ａｍ－３Ｅ ２０７

Ｇｒ－ＳＢ５－１Ｂ ６Ｄ１ Ｇｒ－Ａｍ－３Ｂ ２０８

Ｒｒ－ＳＢ－ＦＥ ６Ｄ２ Ｂｍ Ｇｒ－Ｂｍ－４Ｅ ２１１

Ｒｒ－ＳＢ－ＦＢ ６Ｄ３ Ｇｒ－Ｂｍ－２Ｂ ２１２

Ｒｒ－ＳＢ－ＳＥ ６Ｄ４ Ｇｂ－Ｂｍ－２Ｅ ２１３

Ｒｒ－ＳＢ－ＳＢ ６Ｄ５ Ｇｂ－Ｂｍ－２Ｂ ２１４

Ｒｒ－ＳＢ－ＷＢ ６Ｄ６ Ｇｃ－Ｂｍ－６Ｅ ２１５

Ｒｐ－ＳＢ－ＦＥ ６Ｄ７ Ｇｃ－Ｂｍ－４Ｂ ２１６

Ｒｐ－ＳＢ－ＦＢ ６Ｄ８ Ｇｒ－Ｂｍ－３Ｅ ２１７

Ｒｐ－ＳＢ－ＳＥ ６Ｄ９ Ｇｒ－Ｂｍ－３Ｂ ２１８

Ｒｐ－ＳＢ－ＳＢ ６Ｅ１ Ｃ Ｇｒ－Ｃｍ－４Ｅ ７０１

ＳＣ Ｇｒ－ＳＣ－４Ｅ ６Ｆ１ Ｇｒ－Ｃｍ－２Ｂ ７０２

Ｇｒ－ＳＣ－２Ｂ ６Ｆ２ ＳＡ Ｇｒ－ＳＡｍ－２Ｅ ７１１

Ｇｐ－ＳＣ－３Ｅ２ ６Ｆ３ Ｇｒ－ＳＡｍ－１Ｂ ７１２

Ｇｐ－ＳＣ－２Ｂ２ ６Ｆ４ Ｒｒ－ＳＡｍ－ＦＥ ７１３

Ｇｒ－ＳＣ２－４Ｅ ６Ｆ５ Ｒｒ－ＳＡｍ－ＳＥ ７１４  
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表－Ａ 防護柵種別コード（その３／３） 

区　　分 コード 区　　分 コード

分 ＳＡ Ｒｐ－ＳＡｍ－ＦＥ ７１５ 歩 Ｂ Ｇｐ－Ｂｐ１－２Ｂ２ ８３１

離 Ｒｐ－ＳＡｍ－ＳＥ ７１６ 車 Ｇｐ－Ｂｐ２－1.5Ｂ２ ８３２

帯 ＳＢ Ｇｒ－ＳＢｍ－２Ｅ ７２１ 道 Ｇｐ－Ｂｐ２－２Ｂ３ ８３３

用 Ｇｒ－ＳＢｍ－１Ｂ ７２２ 境 Ｇｐ－Ｂｐ３－２Ｂ３ ８３４

Ｒｒ－ＳＢｍ－ＦＥ ７２４ 界 Ｇｐ－Ｂｐ２－２Ｂ４ ８３５

Ｒｒ－ＳＢｍ－ＳＥ ７２５ 用 Ｇｐ－Ｂｐ３－２Ｂ４ ８３６

Ｒｐ－ＳＢｍ－ＦＥ ７２６ Ｃ Ｇｐ－Ｃｐ－２Ｅ２ ８４１

Ｒｐ－ＳＢｍ－ＳＥ ７２７ Ｇｐ－Ｃｐ－２Ｂ２ ８４２

ＳＣ Ｇｒ－ＳＣｍ－２Ｅ ７３１ Ｇｐ－Ｂｐ－２Ｅ２ ８４３

Ｇｒ－ＳＣｍ－１Ｂ ７３２ Ｇｐ－Ｂｐ－３Ｅ３ ８４４

Ｒｒ－ＳＣｍ－ＦＥ ７３３ Ｇｐ－Ｂｐ－３Ｅ４ ８４５

Ｒｒ－ＳＣｍ－ＳＥ ７３４ Ｇｐ－Ｂｐ－２Ｂ２ ８４６

Ｒｐ－ＳＣｍ－ＦＥ ７３５ Ｇｐ－Ｂｐ－２Ｂ３ ８４７

Ｒｐ－ＳＣｍ－ＳＥ ７３６ Ｇｐ－Ｂｐ－２Ｂ４ ８４８

ＳＳ Ｇｒ－ＳＳｍ－２Ｅ ７４１ Ｇｐ－Ｃｐ１－1.5Ｅ ８４９

Ｇｒ－ＳＳｍ－１Ｂ ７４２ Ｇｐ－Ｃｐ２－１Ｅ ８５０

Ｒｒ－ＳＳｍ－ＦＥ ７４３ Ｇｐ－Ｃｐ１－２Ｅ２ ８５１

Ｒｒ－ＳＳｍ－ＳＥ ７４４ Ｇｐ－Ｃｐ２－1.5Ｅ２ ８５２

Ｒｐ－ＳＳｍ－ＦＥ ７４５ Ｇｐ－Ｃｐ１－1.5Ｂ ８５３

Ｒｐ－ＳＳｍ－ＳＥ ７４６ Ｇｐ－Ｃｐ２－１Ｂ ８５４

歩 Ａｐ Ｇｒ－Ａｐ－２Ｅ ３０１ Ｇｐ－Ｃｐ１－２Ｂ２ ８５５

道 Ｇｒ－Ａｐ－２Ｂ ３０２ Ｇｐ－Ｃｐ２－1.5Ｂ２ ８５６

用 Ｇｐ－Ａｐ－２Ｅ ３０３ ＳＣ Ｇｐ－ＳＣｐ－２Ｅ２ ８６１

Ｇｐ－Ａｐ－２Ｂ ３０４ Ｇｐ－ＳＣｐ－２Ｂ２ ８６２

Ｂｐ Ｇｒ－Ｂｐ－２Ｅ ３１１ Ｇｐ－ＳＣｐ1－２Ｅ２ ８６３

Ｇｒ－Ｂｐ－２Ｂ ３１２ Ｇｐ－ＳＣｐ2－1.5Ｅ２ ８６４

Ｇｐ－Ｂｐ－２Ｅ ３１３ Ｇｐ－ＳＣｐ1－２Ｂ２ ８６５

Ｇｐ－Ｂｐ－２Ｂ ３１４ Ｇｐ－ＳＣｐ2－1.5Ｂ２ ８６６

Ｃｐ Ｇｒ－Ｃｐ－２Ｅ ３２１ 橋 Ａｋ Ｇｒ－Ａｋ－２Ｂ ５０１

Ｇｒ－Ｃｐ－２Ｂ ３２２ 梁 Ｇｒ－Ａｋ－２Ｐ ５０２

Ｇｐ－Ｃｐ－２Ｅ ３２３ 用 Ｇｒ－Ａｋ－２Ｈ ５０３

Ｇｐ－Ｃｐ－２Ｂ ３２４ Ｇｒ－Ａｋ－２PH ５０４

Ｐ ４０１ Ｂｋ Ｇｒ－Ｂｋ－２Ｂ ５１１

歩 Ａ Ｇｐ－Ａｐ－２Ｅ２ ８０１ Ｇｒ－Ｂｋ－２Ｐ ５１２

車 Ｇｐ－Ａｐ－２Ｂ２ ８０２ Ｇｒ－Ｂｋ－２Ｈ ５１３

道 Ｇｐ－Ａｐ１－２Ｅ ８０３ Ｇｒ－Ｂｋ－２PH ５１４

境 Ｇｐ－Ａｐ２－１Ｅ ８０４ Ｃｋ Ｇｒ－Ｃｋ－２Ｂ ５２１

界 Ｇｐ－Ａｐ１－２Ｅ２ ８０５ Ｇｒ－Ｃｋ－２Ｐ ５２２

用 Ｇｐ－Ａｐ２－1.5Ｅ２ ８０６ Ｇｒ－Ｃｋ－２Ｈ ５２３

Ｇｐ－Ａｐ１－２Ｂ ８０７ Ｇｒ－Ｃｋ－２PH ５２４

Ｇｐ－Ａｐ２－１Ｂ ８０８ コンクリート壁式 ５３１

Ｇｐ－Ａｐ１－２Ｂ２ ８０９ 　その他（ﾌﾞﾛｯｸｱｳﾄ型） ５９１

Ｇｐ－Ａｐ２－1.5Ｂ２ ８１０ 　その他（非ﾌﾞﾛｯｸｱｳﾄ型） ５９２

Ｂ Ｇｐ－Ｂｐ１－２Ｅ ８２１ 　耐雪型その他（土中埋込み用） ９０１

Ｇｐ－Ｂｐ２－１Ｅ ８２２ 　耐雪型その他（構造物設置用） ９０２

Ｇｐ－Ｂｐ１－２Ｅ２ ８２３ 　耐雪型その他 ９０３

Ｇｐ－Ｂｐ２－1.5Ｅ２ ８２４ 剛性防護柵その他（土中埋込み用） ９１１

Ｇｐ－Ｂｐ２－2.5Ｅ３ ８２５ 剛性防護柵その他（構造物設置用） ９１２

Ｇｐ－Ｂｐ３－２Ｅ３ ８２６ 剛性防護柵その他 ９１３

Ｇｐ－Ｂｐ２－2.5Ｅ４ ８２７ 　その他（土中用） ９９１
Ｇｐ－Ｂｐ３－２Ｅ４ ８２８ 　その他（構造物用） ９９２
Ｇｐ－Ｂｐ１－２Ｂ ８２９ 　その他 ９９９
Ｇｐ－Ｂｐ２－１Ｂ ８３０  

注）区分内の記号
　Ｇｒ：ガードレール　　Ｇａ：オートガード
　Ｇｐ：ガードパイプ　　Ｒｒ：現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄ製防護柵
　Ｇｂ：ボックスビーム　Ｒｐ：ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ製防護柵
　Ｇｃ：ガードケーブル
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（AH）設置区分Ｃ：◆ 

防護柵の設置区分について、該当するコードを記入する。 

区   分 コード 

本  線 

側道（副道） 

ラ ン プ 

そ の 他 

１ 

２ 

３ 

９ 

（AJ）設置目的Ｃ 

防護柵の設置目的について、該当するコ－ドを記入する。 

区   分 コ－ド 

車両の路外逸脱防止 

車両の対向車線への逸脱防止 

歩行者、自転車等の保護 

歩行者、自転車等の路外への 

転落防止 

歩行者等の横断防止 

その他 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

 

１５ 

９９ 

（AL）材質Ｃ 

防護柵の材質について、該当するコ－ドを記入する。 

区   分 コ－ド 

鋼 材               

コンクリ－ト               

ア  ル  ミ               

アルミ鋳造 

鋼 鋳 造 

そ  の  他               

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

９ 
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（AN）柵高（ｍ） 

防護柵の高さを、小数点以下２位まで記入する。 

（記入例）  Ｈ＝０．７５５ｍ  ―――＞  ０．７６ 

（AO）設置延長（ｍ）：◆ 

該当する設置区間内ののべ延長を、小数点以下１位まで記入する。延長としては、ビームの端

部まで含むものとする。 

 

 

 

 

（AP）完成年月 

防護柵の設置された年月を記入する。（年は西暦年を記入） 

（記入例）  １９８７年１２月  ―――＞  １９８７１２ 

（AQ）表面処理Ｃ 

防護柵の表面処理について該当するコードを記入する。 

区   分 コード 

亜鉛メッキ式 

塗 装 式 

そ の 他 

１ 

２ 

９ 

橋側・橋側歩道橋防護柵
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（AS）関連施設名称 

（AD）設置箇所Ｃで指定した工種の施設名を、１０文字以内の日本語で記入する。 

（AT）関連施設整理番号 

（AD）設置箇所Ｃで指定した工種の親表（各基本のデータ）の整理番号を記入する。 

（AU）備考 

特記事項があれば５０文字以内日本語で記入する。 



道路施設基本データ作成対象項目一覧表 1/1

E010：防護柵（基本諸元）

項目名 全国版 中国版

データ表現 単位 SYOGEN SYOGEN_O

工事番号 半角16文字 ○

工事区分Ｃ 半角1文字 ○

施設対応番号 半角16文字 ○

地整Ｃ 半角2文字 ○

事務所Ｃ 半角2文字 ○

出張所Ｃ 半角2文字 ○

路線 9999 ○ ○

現旧区分Ｃ 半角1文字 ○ ○

整理番号１ 半角8文字 ○ ○

整理番号２ 半角4文字 ○ ○

整理番号３ 半角4文字 ○ ○

補助番号 半角2文字 ○ ○

市区町村Ｃ 半角5文字 ○ ○

名称 全角10文字 ○

百米標自 999.9 ｋｍ ○ ○

距離自 9999 ｍ ○ ○

百米標至 999.9 ｋｍ ○ ○

距離至 9999 ｍ ○ ○

施設完成年度 999 和暦 ○

施設改修年度 999 和暦 ○

上り下り区分Ｃ 半角1文字 ○ ○

設置箇所Ｃ 半角1文字 ○ ○

防護柵種別Ｃ 半角3文字 ○ ○

設置区分Ｃ 半角1文字 ○ ○

設置目的Ｃ 半角2文字 ○

材質Ｃ 半角1文字 ○

柵高 9.99 ｍ ○

設置延長 9999.9 ｍ ○ ○

完成年月 199901 西暦 ○

表面処理Ｃ 半角1文字 ○

関連施設名称 全角10文字 ○

関連施設整理番号 半角8文字 ○

備考 全角50文字 ○

入力書式
CSV作成対象

※データ部記入内容詳細については、別途「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル」参照


	調査表記入マニュアル
	E010防護柵基本

	作成対象項目一覧表

